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〔論文審査の要旨〕  

本論文では、中国における幼児の教育に対する親の関与と親子関係を明らかに

し、それが幼児の幼児園適応にどのような影響を与えているのかについて分析する

ことを目的としたものである。 

論文の構成は、次の通りである。 

 序章では、「幼児の幼児園適応の重要性」、「幼児の教育に対する親の関わりの重要

性」、「幼児の教育に対する親の関わりと幼児の幼児園適応との関係」、「中国におけ

る家庭教育政策の動向」、「中国における親の関わりに関する幼児園教育実践上の問

題点」という面から本論文の背景を説明し、さらに、中国では、幼児の幼児園適応

について検討する際に、親の関わりと幼児の幼児園適応の関係性について、親子関

係から分析した研究がほとんどないという現状から、本研究の意義と目的について

述べた。 

 第１章では、幼児の教育に対する親の関与、親子関係、幼児の幼児園適応に関す

る先行研究について検討し、中国の幼児の幼児園適応における親の関わりに関する

先行研究における限界性について述べた。また、本研究において用いられた理論的

アプローチ（「家族システム理論」）について説明し、中国における特徴的な概念を

定義した。 

 第２章では、本研究において利用された混合的研究法（Mixed-Methods Design）、

つまり量的調査と質的調査を組み合わせる必要性などについて述べた。さらに、ア

ンケート調査とインタビュー調査において得られたデーターを分析する際に用い

られた方法についても説明した。 

 第３章では、本研究における調査の妥当性、信頼性などを確保するために、本調

査を実施する前に行われた予備調査の結果と考察について述べた。 

 第４章では、中国における幼児の教育に対する親の関与の現状を明らかにした。

また、分析の結果から、中国における幼児の教育に対する親の関与の現状の背後に

おける原因及び「家庭と学校・幼児園の提携の重要性を十分認識していない」とい



うような課題などについて考察した。 

 第５章では、中国における親子関係の現状を明らかにした。また、分析の結果か

ら、中国における親子関係の現状の背後における原因及び「きょうだいを有する家

庭」における親子関係の問題点などについて考察した。 

 第６章では、中国における幼児の幼児園適応の現状を明らかにした。また、分析

の結果から、中国における幼児の幼児園適応の現状の背後における原因及び中国の

幼児の幼児園適応における「公」と「私」の間のギャップなどについて考察した。 

 第７章では、中国における幼児の教育に対する親の関与、親子関係と幼児の幼児

園適応の関係性について分析し、特に親子関係が親の関与と幼児の幼児園適応の間

における媒介役割を明らかにしたことについて述べた。 

 また、結果の考察として、これまで中国の幼児教育実践では、幼児の幼児園適応

に対する親子関係の役割が十分認識されてこなかったが、今後は幼児の教育に対す

る親の関与と親子関係と幼児の幼児園適応を１つのシステムで考えながら、各家庭

における親子関係に対する指導と改善をさらに視野に入れるべきであるという示

唆についても述べた。 

 第８章では、質的研究の方法を利用し、量的調査において明らかにした中国にお

ける幼児の教育に対する親の関与、親子関係と幼児園適応の現状及び関係の傾向を

検証し、再検討した。特に、結果の考察として中国における親の関わりの背後にお

ける親の動機、問題点及び親子と共に直面している課題などについて述べた。 

 終章では、本研究の限界性及びそれを巡って展開されるべき今後の課題について

述べた。 

 本論文は、次の３点で高く評価できる。 

１．1500 組以上の中国の親と幼児及び教師に向けて量的調査を実施することによっ

て、中国における幼児の教育に対する親の関わりと幼児の幼児園適応の現状及び関

係性を明らかにし、また、質的研究の手法によって検証し、より信憑性の高い方法

を通して研究の結果まで辿り着いた。 

２．「きょうだいを有する家庭」や親の職業を「公」と「私」に分けることなど、中

国独自の事情をもとに、先行研究では用いられたことが少ない変数を設定すること

によって、本論文の独自性を高めることができたと考えられた。 

３．中国における幼児の幼児園適応に関する親の関わりの影響を明らかにすること

によって、今後、中国における教育施策の改善にとって、理論的な依拠を提供し、

家庭教育の支援にも寄与できると考えられた。 

 以上、審査の結果、本論文の著者は博士（教育学）の学位を授与される十分な資

格があるものと認められる。 
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